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図1　日本の将来人口推計

図2　横浜市将来人口推計

（出典：社人研ホームページ）
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《4》
将
来
人
口
推
計
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

～
見
え
な
い
未
来
と
向
き
合
う
た
め
に
～

横
浜
の
人
口
を
読
む

執
筆編

　
集
　
部

過
去
や
未
来
に
お
け
る
統
計
情

報
の
存
在
し
な
い
時
点
の
人
口
規

模
や
年
齢
構
成
を
所
与
の
デ
ー
タ

等
を
活
用
し
て
算
出
す
る
こ
と
を

「
人
口
推
計
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
う

ち
特
に
、
未
来
の
人
口
に
つ
い
て

の
推
計
が
「
将
来
人
口
推
計
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

将
来
人
口
推
計
の
推
計
値
は
、

政
策
論
議
や
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
報

道
等
で
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ

る
。
将
来
人
口
推
計
を
適
切
に
活

用
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
理
解
が
実
は
必
要
不
可
欠

な
の
で
あ
る
が
、
推
計
の
算
出
方

法
が
話
題
に
な
る
こ
と
は
少
な

く
、
現
在
の
日
本
社
会
に
お
い

て
、
人
口
に
関
す
る
専
門
家
や
実

務
者
と
、
一
般
市
民
と
の
間
に

は
、
将
来
人
口
推
計
に
対
す
る
認

識
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
将
来
人
口

推
計
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
概
略
を
説

明
す
る
。

全
国
を
対
象
と
し
た
公
式
将
来

人
口
推
計
と
し
て
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
以
下
、

「
社
人
研
」
と
呼
ぶ
）
に
よ
る
も

の
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
直

近
で
は
２
０
１
２
年
（
平
成
24

年
）
１
月
に
全
国
の
将
来
人
口
推

計
、
２
０
１
３
年
３
月
に
都
道
府

県
別
・
市
区
町
村
別
の
地
域
別

将
来
推
計
人
口
を
公
表
し
て
い

る
。
全
国
推
計
の
中
位
推
計
で

は
、
２
０
１
０
年
の
１
億
２
，

８
０
６
万
人
か
ら
、
２
０
４
８

年
に
１
億
人
を
割
っ
て
９
，

９
１
３
万
人
と
な
り
、
２
０
６
０

年
に
は
８
，
６
７
４
万
人
に
な
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
50
年
間
で
４
，
１
３
２
万
人

（
32
・
３
％
）
の
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
て
い
る
（
図
１
）。
高
齢

化
率
は
２
０
１
０
年
の
23
・
０
％

か
ら
２
０
６
０
年
に
39
・
９
％
ま

で
上
昇
す
る
。

ま
た
、
２
ペ
ー
ジ
で
触
れ
た
よ

う
に
、
２
０
１
４
年
５
月
に
は
、

民
間
の
産
学
有
志
か
ら
成
る
日
本

創
成
会
議
が
今
後
も
人
口
移
動
が

収
束
し
な
い
と
い
う
仮
定
に
基
づ

く
独
自
の
地
域
別
推
計
を
公
表
し

て
い
る
。

横
浜
市
は
直
近
で
は
２
０
１
２

年
12
月
に
独
自
の
将
来
人
口
推
計

を
行
っ
て
い
る
。
２
０
３
５
年
ま

で
の
推
計
を
行
う
と
と
も
に
、
参

考
値
と
し
て
２
０
６
０
年
ま
で
の

推
計
値
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の

横
浜
市
推
計
に
よ
る
と
、
人
口

ピ
ー
ク
は
２
０
１
９
年
で
、
ピ
ー

ク
時
の
市
人
口
は
３
７
３
万
６
千

人
、
高
齢
化
率
は
２
０
３
５
年
に

30
・
４
％
ま
で
上
昇
す
る（
図
２
、

３
、４
、５
）。

ま
た
、
全
市
推
計
の
他
に
、

５
年
ご
と
の
区
別
推
計
（
図

６
）
や
、
家
族
類
型
別
世
帯
数

推
計
（
図
7
、
８
）
も
あ
わ
せ

て
行
っ
て
い
る
。
区
別
で
は
、

２
０
１
０
年
頃
が
す
で
に
人
口
の

ピ
ー
ク
と
推
計
さ
れ
る
区
が
９

区
あ
る
一
方
で
、
８
つ
の
区

で
は
、
２
０
１
０
年
よ
り
も

２
０
３
５
年
の
人
口
が
多
く

な
っ
て
い
る
。
家
族
類
型
別

世
帯
数
推
計
で
は
、
全
市
世

帯
数
の
ピ
ー
ク
は
２
０
３
０

年
で
、
１
６
７
万
世
帯
と
な

り
、
家
族
類
型
別
で
は
「
単

独
世
帯
」「
夫
婦
の
み
の
世

帯
」
が
２
０
１
０
年
か
ら

２
０
３
５
年
に
か
け
て
、
そ

れ
ぞ
れ
53
万
世
帯
（
33
・

８
％
）
か
ら
６
０
万
世
帯

（
35
・
９
％
）、
３
２
万
世
帯

１　

将
来
人
口
推
計
と
は

２　

日
本
の
将
来
人
口
推
計

３　

横
浜
の
将
来
人
口
推
計



0 50,000 100,000 150,000 200,000

050,000100,000150,000200,000
0～4 
10～14 
20～24 
30～34 
40～44 
50～54 
60～64 
70～74 
80～84 
90～94 
100～104 

0 50,000 100,000 150,000 200,000

050,000100,000150,000200,000
0～4 
10～14 
20～24 
30～34 
40～44 
50～54 
60～64 
70～74 
80～84 
90～94 
100～104 

0 50,000 100,000 150,000 200,000

050,000100,000150,000200,000
0～4 
10～14 
20～24 
30～34 
40～44 
50～54 
60～64 
70～74 
80～84 
90～94 
100～104 

（千世帯）
1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

その他

単独世帯

女親と子供から
なる世帯

男親と子供から
なる世帯

夫婦のみ

夫婦と子供から
なる世帯

91 86 85 85 83 79

532 556 577 593 598 595

107 117 123 126 126 125

20 22 24 25 26 26

501 489 478 463 448 432

322 349 367 380 391 401

40

35

30

25

20

15

10

5

0

単独世帯

夫婦と子供から
なる世帯

夫婦のみ

女親と子供から
なる世帯

その他

男親と子供から
なる世帯

33.8 34.3 34.9 35.4 35.8 35.9

31.8 30.2 28.9
27.7 26.8 26.1

20.5 21.6 22.2
22.7 23.4 24.2

6.8 7.2 7.4 7.5 7.6 7.5

5.8 5.3 5.1 5.1 5.0 4.8

1.3 1.4 1.4 1.5 1.5 1.6

（％）

（万人）

（年）

65歳以上

15～64歳

0～14歳

369 373 374 372 368 363

74 88 94 97 102
110

246 238 235 233 227
214

49 47 44 41 39 38
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図5　横浜市推計人口ピラミッド（左から2015年、2025年、2035年）

図8　家族類型別世帯数の割合 図7　家族類型別世帯数の推計
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15 ■ 特集・横浜の人口を読む



2010年
（実績値）

2011年
（推計値）

2012年
（推計値）・・・

2035年
（推計値）

0歳 15,648人 15,057人 15,406人 ・・・ 12,631人

1歳 15,436人 15,570人 15.004人 ・・・ 12,643人

2歳 15,527人 15,360人 15,517人 ・・・ 12,627人
・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・
15歳 16,177人 16,108人 16,491人 ・・・ 12,906人
・ ・ ・ ・ ・
16歳 16,033人 16,379人 16,337人 ・・・ 13,274人
・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・
48歳 23,685人 24,392人 26,007人 ・・・ 20,560人
・ ・ ・ ・ ・
49歳 22,207人 23,631人 24,372人 ・・・ 20,359人
・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・

103歳 81人 93人 106人 ・・・ 1,108人

104歳 23人 55人 64人 ・・・ 790人

105歳以上 52人 31人 45人 ・・・ 719人

×男女別年齢別生残率・転入率・転出率
×５歳階級別出生率・男女出生性比

図9　コーホート要因法による女性の将来人口推計手順
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（
20
・
５
％
）
か
ら
４
０
万
世
帯

（
24
・
２
％
）
へ
と
増
加
し
、

「
夫
婦
と
子
供
か
ら
な
る
世
帯
」

が
50
万
世
帯
（
31
・
８
％
）
か
ら

43
万
世
帯
（
26
・
１
％
）
へ
と
減

少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

将
来
人
口
推
計
を
参
照
し
て
い

る
政
策
分
野
と
し
て
は
、
４
ペ
ー

ジ
で
触
れ
た
よ
う
に
、
水
道
・
下

水
道
経
営
、
市
営
交
通
経
営
、
高

齢
者
に
関
す
る
計
画
、
斎
場
運
営

な
ど
多
数
挙
げ
ら
れ
る
。

全
市
推
計
、
区
別
推
計
、
家
族

類
型
別
世
帯
数
推
計
は
そ
れ
ぞ
れ

に
異
な
る
手
法
を
採
用
し
て
い
る

が
、
こ
こ
で
は
紙
幅
の
都
合
に
よ

り
、
横
浜
市
の
全
市
推
計
で
採
用

し
て
い
る
「
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因

法
」
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
説

明
す
る
。
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
は

１
９
３
０
年
代
に
本
格
的
に
実
用

化
さ
れ
、
国
連
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
公
式

推
計
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、
将
来

人
口
推
計
の
国
際
的
標
準
と
言
え

る
手
法
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
社

人
研
推
計
、
日
本
創
成
会
議
推
計

も
こ
の
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
を
採

用
し
て
い
る
。

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
と
は
、

コ
ー
ホ
ー
ト
（
同
じ
期
間
に
生
ま

れ
た
人
々
の
集
団
）
の
ご
と
の
人

口
変
化
に
つ
い
て
、
人
口
増
減
の

要
因
と
な
る
出
生
、死
亡
、転
入
・

転
出
等
の
未
来
の
値
を
そ
れ
ぞ
れ

仮
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
準
年

を
起
点
と
し
て
未
来
に
向
け
て
順

次
算
出
し
て
い
き
、
最
終
的
に
全

コ
ー
ホ
ー
ト
の
数
値
を
合
算
す
る

こ
と
に
よ
り
将
来
に
お
け
る
人
口

を
推
計
す
る
方
法
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
具
体
的
な
事
例
と

し
て
、
図
９
を
参
照
し
な
が
ら
、

横
浜
市
全
市
推
計
で
「
男
女
別
・

各
歳
ご
と
」
の
将
来
人
口
推
計

を
行
っ
た
際
の
手
順
を
示
し
て

み
た
い
。

ま
ず
、
実
績
値
の
あ
る
基
準
年

（
こ
の
場
合
２
０
１
０
年
）
に
お

け
る
男
女
別
の
各
歳
ご
と
の
人
数

に
対
し
、
当
該
年
齢
の
男
女
が
１

年
後
ま
で
生
き
残
る
確
率
で
あ
る

「
男
女
別
年
齢
別
生
残
率
」
を
掛

け
、
さ
ら
に
１
年
間
の
転
入
数
・

転
出
数
の
割
合
で
あ
る
「
男
女
別

年
齢
別
転
入
率
」
及
び
「
男
女
別

年
齢
別
転
出
率
」
を
掛
け
る
。

こ
の
計
算
を
男
女
別
・
各
歳

ご
と
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
１

年
後
の
人
口
が
男
女
別
・
各
歳

ご
と
に
算
出
さ
れ
る
。
例
え
ば

２
０
１
０
年
に
お
け
る
「
女
性
・

１
歳
」
コ
ー
ホ
ー
ト
の
人
数
に

「
女
性
・
１
歳
」
用
の
生
残
率

と
転
入
率
・
転
出
率
を
掛
け
る

こ
と
に
よ
り
、
翌
２
０
１
１
年

の
「
女
性
・
２
歳
」
コ
ー
ホ
ー

ト
の
人
数
を
算
出
す
る
。

た
だ
し
、
こ
の
方
法
で
は
、
基

準
年
に
ま
だ
コ
ー
ホ
ー
ト
が
存
在

し
な
い
「
０
歳
」
コ
ー
ホ
ー
ト
の

人
数
が
算
出
で
き
な
い
。
そ
こ

で
、「
再
生
産
年
齢
」
と
さ
れ
る

「
15
〜
49
歳
」
の
女
性
の
５
歳
階

級
別
コ
ー
ホ
ー
ト
人
数
に
対
し
、

５
歳
階
級
別
の
出
生
率
を
そ
れ
ぞ

れ
掛
け
る
こ
と
で
、
翌
年
の
出
生

数
を
算
出
す
る
。
そ
の
上
で
、「
男

女
出
生
性
比
」
を
掛
け
る
こ
と

で
、
翌
年
に
お
け
る
「
男
女
別
・

０
歳
」
コ
ー
ホ
ー
ト
の
人
数
を
算

出
す
る
。

こ
の
よ
う
な
作
業
を
各
歳
分
、

男
女
別
に
行
っ
て
合
算
す
る
こ
と

に
よ
り
、
基
準
年
の
翌
年
の
人
口

が
「
男
女
別
・
各
歳
ご
と
」
に

算
出
さ
れ
る
。
あ
と
は
同
じ
作

業
を
推
計
し
た
い
年
数
の
回
数

だ
け
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
り
、

「
将
来
人
口
」
が
推
計
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
基
準
年
（
図
９
で

は
２
０
１
０
年
）
の
翌
年
（
同

２
０
１
１
年
）
の
推
計
は
基
準
年

の
実
績
値
に
基
づ
い
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
が
、
基
準
年
の
翌
々
年

以
降
（
同
２
０
１
２
年
以
降
）
は

推
計
値
に
対
し
て
生
残
率
、
転
出

入
率
等
を
掛
け
て
算
出
す
る
こ
と

に
な
る
。

前
節
で
見
た
よ
う
に
、
コ
ー

ホ
ー
ト
要
因
法
は
、
人
口
変
動
要

因
を
コ
ー
ホ
ー
ト
ご
と
に
適
用
す

る
と
い
う
作
業
を
将
来
に
向
け
て

繰
り
返
し
て
い
く
と
い
う
手
法
で

あ
り
、
例
え
ば
２
０
６
０
年
の
人

口
を
推
計
す
る
よ
う
な
場
合
に
、

何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
い
き
な

り
２
０
６
０
年
の
数
値
を
出
す
の

で
は
な
く
、
直
近
の
実
績
値
を
起

点
と
し
て
算
出
作
業
を
未
来
の
年

次
に
向
け
て
繰
り
返
す
、「
積
み

上
げ
」
に
よ
る
手
法
で
あ
る
。

将
来
人
口
推
計
は
、
諸
外
国
で

「projection
（
投
影
）」
と
呼
ば

（
注
1
）
金
子
隆
一
・
三
田
房
美
「
将
来
人
口

推
計
の
基
本
的
性
質
と
手
法
的
枠
組
み
に
つ

い
て
」（『
人
口
問
題
研
究
』
64
巻
３
号
、

２
０
０
８
年
）、
７
ペ
ー
ジ

（
注
２
）
例
え
ば
社
人
研
の
小
池
司
郎
氏
に

よ
り
提
起
さ
れ
た
、
純
移
動
数
の
正
負
の
符

号
に
よ
る
場
合
分
け
モ
デ
ル
が
社
人
研
に
よ

り
２
０
１
３
年
に
公
表
さ
れ
た
地
域
別
将
来

推
計
人
口
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。『
人

口
問
題
研
究
』
第
64
巻
第
１
号
（
２
０
０
８

年
）
参
照
。

（
注
３
）
日
本
創
生
会
議
推
計
に
つ
い
て

の
書
籍
『
地
方
消
滅
』（
中
公
新
書
、

２
０
１
４
年
）
は
、
11
月
25
日
時
点
で
13
版

17
万
部
と
な
っ
て
い
る
。

４　

将
来
人
口
推
計
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
〜
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
〜

５　

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
の
ポ
イ

ン
ト
〜
仮
定
値
の
設
定
〜
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2005年 2010年 2010年 2040年 2040年 若年女性人口変化率 2040年 2040年 若年女性人口変化率

総人口 総人口 20-39歳女性 総人口 20-39歳女性 （2010→2040） 総人口 20-39歳女性 （2010→2040）
鶴見区 264,450 272,178 37,382 261,767 26,933 -28.0% 266,644 29,528 -21.0%
神奈川区 221,832 233,429 34,390 237,065 23,965 -30.3% 251,000 28,028 -18.5%
西区 84,960 94,867 14,745 91,601 8,675 -41.2% 95,572 9,980 -32.3%
中区 140,101 146,033 18,637 137,103 12,435 -33.3% 146,693 14,181 -23.9%
南区 196,787 196,153 25,517 161,574 15,436 -39.5% 162,888 17,038 -33.2%
港南区 221,777 221,411 27,110 182,845 16,292 -39.9% 180,909 16,349 -39.7%
保土ケ谷区 204,179 206,634 25,492 180,735 16,151 -36.6% 183,630 17,160 -32.7%
旭区 249,708 251,086 30,175 215,249 20,117 -33.3% 218,607 21,043 -30.3%
磯子区 163,511 163,237 20,384 135,807 12,110 -40.6% 135,341 12,334 -39.5%
金沢区 210,642 209,274 25,741 175,236 15,676 -39.1% 172,594 15,233 -40.8%
港北区 311,654 329,471 50,870 345,110 35,044 -31.1% 360,838 40,764 -19.9%
緑区 169,815 177,631 23,777 180,944 18,243 -23.3% 187,278 19,759 -16.9%
青葉区 295,544 304,297 41,145 298,947 29,364 -28.6% 301,066 31,279 -24.0%
都筑区 179,016 201,271 27,357 252,076 27,663 1.1% 270,271 31,020 13.4%
戸塚区 261,627 274,324 35,872 255,629 26,742 -25.5% 256,313 28,249 -21.3%
栄区 123,803 124,866 15,431 106,677 10,020 -35.1% 107,061 10,092 -34.6%
泉区 152,334 155,698 19,053 140,903 12,817 -32.7% 143,381 12,980 -31.9%
瀬谷区 127,393 126,913 15,674 107,569 10,382 -33.8% 105,350 10,242 -34.7%

日本創成会議推計（人口移動が収束しない場合）（参考）国政調査実績値 社人研推計

図10　総合計画の人口推計と人口実績の比較 出典：横浜市立大学大学院経済学研究科・経営学研究科編
　　 『都市経営の科学』中央経済社、1997年

　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　社人研推計と日本創生会議推計の比較　　　　　　（出典：国勢調査及び日本創生会議ホームページ）
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れ
て
い
る
よ
う
に
、
使
用
す
る
出

生
率
や
移
動
率
等
の
仮
定
値
は
直

近
の
実
績
値
を
踏
ま
え
て
設
定
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
す
る

と
、
直
近
の
人
口
動
態
の
実
績
値

に
含
ま
れ
る
兆
候
を
「
将
来
と
い

う
ス
ク
リ
ー
ン
に
拡
大
投
影
」
す

る
と
い
う
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ

る
（
注
１
）。
こ
の
た
め
、
仮
定

値
の
設
定
の
仕
方
に
よ
り
、
直
近

の
ト
レ
ン
ド
に
強
い
影
響
を
受

け
や
す
い
と
い
う
弱
点
を
合
わ

せ
持
っ
た
手
法
で
あ
る
と
言
え

る
。
実
際
、
横
浜
市
の
過
去
の

将
来
人
口
推
計
の
「
実
績
」
を

見
る
と
、
推
計
実
施
時
期
に
強

か
っ
た
ト
レ
ン
ド
の
方
向
に
推

計
が
「
外
れ
て
い
た
」
こ
と
が

分
か
る
（
図
10
）。

仮
定
値
の
う
ち
、
出
生
率
と
移

動
率
は
設
定
が
特
に
難
し
い
。
中

で
も
移
動
率
は
、
国
全
体
の
推
計

で
は
国
外
と
の
出
入
り
だ
け
を
考

慮
す
れ
ば
よ
い
た
め
、
推
計
へ
の

影
響
は
限
定
的
と
も
言
え
る
が
、

都
道
府
県
や
市
町
村
単
位
の
地
域

人
口
推
計
に
お
い
て
は
、
景
気
動

向
な
ど
に
よ
り
変
化
す
る
転
入
・

転
出
の
仮
定
値
を
長
期
に
わ
た
っ

て
い
か
に
設
定
す
る
か
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

コ
ー
ホ
ー
ト
要
因
法
自
体
は
長
い

歴
史
を
持
つ
、
相
当
に
確
立
さ
れ

た
手
法
で
あ
る
一
方
で
、
移
動
率

の
設
定
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
（
注

２
）。
な
お
、横
浜
市
推
計
で
は
、

中
位
・
高
位
・
低
位
の
３
パ
タ
ー

ン
の
推
計
を
行
っ
て
い
る
が
、
将

来
の
出
生
お
よ
び
死
亡
の
推
移
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
位
・
高
位
・

低
位
の
３
仮
定
を
設
け
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り
３
パ
タ
ー
ン

（
出
生
・
死
亡
と
も
中
位
、
出
生

高
位
・
死
亡
低
位
、
出
生
低
位
・

死
亡
高
位
）
を
設
定
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
純
移
動
率
を
加
味
し

た
も
の
で
は
な
い
。

逆
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
の
基

礎
数
値
と
す
る
た
め
推
計
値
を
特

定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
「
公

式
推
計
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
の

あ
る
推
計
は
別
と
し
て
、
実
験
的

な
意
図
を
持
っ
て
仮
定
値
の
設
定

に
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ

と
が
政
策
論
議
に
寄
与
す
る
場
合

も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
社
人

研
の
地
域
別
推
計
で
は
２
０
２
０

年
以
降
の
社
会
移
動
は
２
０
１
０

年
の
半
数
程
度
に
収
束
す
る
と
い

う
仮
定
に
基
づ
い
て
い
る
の
に
対

し
、
先
に
触
れ
た
日
本
創
成
会
議

に
よ
る
推
計
は
そ
う
し
た
収
束
は

起
こ
ら
ず
、
２
０
４
０
年
ま
で
概

ね
毎
年
６
〜
８
万
人
程
度
の
大
都

市
圏
へ
の
流
入
が
継
続
す
る
と
い

う
別
の
仮
定
を
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、「
別
の
未
来
」
を
提
示

し
て
み
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
際
に
、
統
計
的
に
「
再
生
産

年
齢
」
と
さ
れ
る
15
〜
49
歳
で

は
な
く
、「
20
〜
39
歳
」
の
女
性

人
口
と
い
う
少
子
化
に
関
連
の
深

い
コ
ー
ホ
ー
ト
に
焦
点
を
絞
っ
て

２
０
４
０
年
ま
で
の
変
化
の
大
き

さ
を
示
し
た
こ
と
も
功
を
奏
し
、

国
民
的
な
議
論
の
喚
起
に
成
功
し

た
と
言
え
る
（
注
３
）。

ち
な
み
に
、
お
お
む
ね
直
近

の
５
年
間
（
２
０
０
５
年
→

※策定年次
　建設基幹計画　昭和32年（1957年）
　建設総合計画　昭和41年（1966年）

※策定年次
　総合計画1985　昭和48年（1973年）
　21世紀プラン　昭和56年（1981年）
　21世紀プラン（見直し）平成元年（1989年）
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２
０
１
０
年
）
の
動
向
に
基
づ
い

て
移
動
率
を
設
定
す
る
た
め
、
す

で
に
転
出
超
過
に
よ
る
人
口
減
少

が
進
行
し
て
い
る
自
治
体
に
つ
い

て
は
、
社
会
移
動
が
収
束
す
る
と

し
て
い
る
社
人
研
推
計
よ
り
も
創

成
会
議
推
計
の
方
が
減
少
幅
は
大

き
く
な
る
が
、
横
浜
市
18
区
の
う

ち
創
成
会
議
推
計
で
若
年
女
性
の

減
少
率
が
社
人
研
推
計
よ
り
も
高

か
っ
た
の
は
、
金
沢
区
と
瀬
谷
区

だ
け
で
あ
っ
た
（
表
１
）。
国
勢

調
査
で
確
認
す
る
と
、
２
０
０
５

年
か
ら
２
０
１
０
年
の
間
で
女
性

が
転
出
超
過
で
あ
っ
た
の
は
５
区

だ
け
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
金
沢

区
と
瀬
谷
区
で
は
比
較
的
そ
の
割

合
が
高
か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て

い
る
と
想
像
さ
れ
る
。

以
上
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
よ
う

に
、
手
法
と
し
て
の
将
来
人
口
推

計
（
こ
こ
で
は
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因

法
）
は
、
い
く
つ
か
の
仮
定
に
基

づ
く
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う

性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
と
、
推
計

値
の
算
出
方
法
を
知
ら
ず
に
結
果

と
し
て
の
数
値
だ
け
を
一
人
歩
き

さ
せ
て
議
論
を
す
る
こ
と
は
適
当

で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ

け
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
例

え
ば
各
種
公
式
推
計
は
、
起
こ
り

う
る
蓋
然
性
の
高
い
将
来
人
口
を

提
示
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

も
の
の
、
推
計
プ
ロ
セ
ス
に
は
仮

定
値
の
設
定
と
い
う
こ
と
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
将
来
人

口
推
計
を
「
読
む
」
際
に
は
、
推

計
結
果
だ
け
を
見
る
の
で
は
な

く
、
い
か
な
る
仮
定
に
基
づ
い
て

算
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ

の
推
計
プ
ロ
セ
ス
を
合
わ
せ
て
把

握
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
現

実
の
推
移
が
仮
定
値
と
ど
の
よ
う

に
乖
離
し
て
い
く
傾
向
に
あ
る
か

な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
活
用
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

一
方
で
、
将
来
人
口
推
計
が
、

仮
定
に
基
づ
く
演
算
で
あ
る
こ
と

は
、
強
み
で
も
あ
る
。
例
え
ば
シ

ン
ク
タ
ン
ク
の
研
究
員
等
が
各
種

経
済
指
標
の
予
測
を
自
ら
の
見
識

も
含
め
た
「
総
合
的
判
断
」
に
よ

り
行
う
の
と
異
な
り
、
将
来
人
口

推
計
で
は
、
ど
の
よ
う
な
仮
定
を

す
る
か
と
い
う
点
で
推
計
主
体
の

意
思
は
反
映
さ
れ
る
も
の
の
、
推

計
作
業
自
体
は
仮
定
値
を
含
め
客

観
的
に
示
す
こ
と
の
で
き
る
数
値

に
基
づ
く
機
械
的
な
算
出
で
あ
る

た
め
、
採
用
さ
れ
て
い
る
推
計
手

法
や
仮
定
値
を
把
握
し
た
上
で
推

計
値
を
「
読
む
」
こ
と
に
よ
り
、

政
策
論
議
等
を
根
拠
あ
る
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
社
人
研
副
所
長
の
金

子
隆
一
氏
ら
が
述
べ
る
よ
う
に
、

「
実
際
の
人
口
推
移
が
将
来
推
計

人
口
と
異
な
る
動
き
を
示
し
た
と

す
れ
ば
、
そ
れ
は
前
提
に
含
ま
れ

な
い
新
た
な
変
化
か
、
あ
る
い
は

趨
勢
の
加
速
、
減
速
等
の
ペ
ー
ス

の
変
化
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す

こ
と
に
な
る
。
実
は
こ
う
し
た
変

化
を
い
ち
早
く
見
出
す
こ
と
も
将

来
人
口
推
計
の
重
要
な
役
割
」
で

あ
る
と
言
え
る
（
注
４
）。
す
な

わ
ち
、
推
計
値
を
直
近
の
ト
レ
ン

ド
を
表
現
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
社
会
が
向
か
っ
て
い
る
方
向

を
照
ら
し
出
す
た
め
の
「
鏡
」
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
金
子
氏
ら
に
よ
る
と
、

将
来
人
口
推
計
は
、「
将
来
人
口

の
現
実
的
な
推
移
を
与
え
よ
う
と

す
る
推
計
と
、
研
究
等
の
特
定
の

目
的
で
恣
意
的
な
前
提
を
与
え
て

行
う
実
験
的
推
計
の
二
種
類
」
に

大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
者
は
不
確
実
性
を
伴
う
中
で
の

「
最
良
の
予
測
」
を
志
向
す
る
も

の
で
、
各
種
公
式
推
計
は
こ
ち
ら

に
区
分
さ
れ
る
。
一
方
、
後
者
は

学
術
的
あ
る
い
は
政
策
的
論
議
へ

の
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
人
口
推
計
の
手
法
を
用
い
て

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
次
節
以
降
で
は
、
コ
ー

ホ
ー
ト
要
因
法
を
活
用
し
た
「
実

験
的
推
計
」
の
事
例
を
２
つ
紹
介

し
て
お
き
た
い
。

一
つ
目
は
「
人
口
モ
メ
ン
タ

ム
」
と
い
う
概
念
で
あ
る
。
合
計

特
殊
出
生
率
（
以
下
、「
出
生
率
」

と
言
う
）
の
議
論
を
す
る
際
に
、

「
人
口
置
換
え
水
準
」
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
未
来
に
わ
た
っ
て
人
口
が

増
え
も
減
り
も
し
な
い
状
態
が
続

く
た
め
に
必
要
な
出
生
率
の
水
準

を
指
す
。
女
性
一
人
に
対
し
て
平

均
二
人
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
れ

ば
、
子
世
代
は
親
世
代
と
同
じ
人

口
規
模
と
な
る
が
、
実
際
に
は
子

ど
も
を
生
み
終
わ
る
再
生
産
年
齢

の
上
限
（
通
常
49
歳
と
さ
れ
る
）

ま
で
に
死
亡
す
る
場
合
が
あ
り
、

こ
れ
を
考
慮
す
る
と
、
先
進
国
で

は
概
ね
「
２
・
１
」
前
後
が
置
換

え
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
死
亡
率

の
高
い
国
に
お
い
て
は
よ
り
高
い

数
値
と
な
る
。

た
だ
し
、
仮
に
出
生
率
が
急
激

に
人
口
置
換
え
水
準
ま
で
回
復
し

た
と
し
て
も
、
た
だ
ち
に
人
口
減

少
が
停
止
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
ま
で
の
少
子
高
齢
化
等

に
伴
い
、
人
口
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
対

す
る
再
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が

相
対
的
に
小
さ
く
な
っ
て
い
る
た

め
、「
置
換
え
」
が
す
ぐ
に
は
開

始
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
河
野
稠

果
氏
が
行
っ
た
コ
ー
ホ
ー
ト
要
因

法
に
よ
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

（
注
４
）
金
子
隆
一
・
三
田
房
美
、
前
掲
、
９

ペ
ー
ジ

（
注
５
）
人
口
モ
メ
ン
タ
ム
に
関
す
る
記
述

は
河
野
稠
果
『
人
口
学
へ
の
招
待
』（
中
公

新
書
、
２
０
０
７
年
）
を
参
照
し
た
。

（
注
６
）
金
子
隆
一
・
三
田
房
美
、
前
掲
、
３

ペ
ー
ジ

６　

仮
定
に
基
づ
く
演
算
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
た
将
来
人
口

推
計
の
読
み
方
・
使
い
方

７　

人
口
モ
メ
ン
タ
ム
～
人
口
構
造

は
す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な
い
～
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19 ■ 特集・横浜の人口を読む

よ
る
と
、
２
０
２
５
年
に
出
生
率

が
人
口
置
換
え
水
準
に
復
帰
し
た

と
し
て
も
、
人
口
が
横
ば
い
（
定

常
人
口
）
に
転
じ
る
の
は
21
世
紀

の
後
半
で
あ
り
、
人
口
が
安
定
す

る
水
準
も
現
状
の
約
69
％
（
０
・

69
倍
）
に
あ
た
る
８
，
２
３
０
万

人
と
な
る
（
図
11
）。
こ
の
よ
う

に
、
す
で
に
存
在
す
る
人
口
構
造

が
未
来
に
わ
た
っ
て
影
響
を
与
え

る
構
造
に
つ
い
て
、
定
住
人
口
を

現
状
の
人
口
で
割
っ
た
数
値
を

「
人
口
モ
メ
ン
タ
ム
」
と
呼
び
、

こ
の
例
に
お
け
る
人
口
モ
メ
ン
タ

ム
は
「
０
・
69
」
と
な
る
。
ち
な

み
に
も
し
出
生
率
の
人
口
置
換
え

水
準
へ
の
回
復
が
２
０
５
０
年
で

あ
っ
た
場
合
、
人
口
モ
メ
ン
タ
ム

の
作
用
は
よ
り
大
き
く
な
り
、
人

口
が
横
ば
い
に
な
る
の
は
22
世
紀

と
な
る
。

ち
な
み
に
日
本
の
人
口
モ
メ
ン

タ
ム
が
「
１
」
を
切
っ
た
の
は

１
９
９
５
年
頃
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
１
９
９
５
年
頃
に
出
生
率
が

「
２
・
１
」
程
度
に
回
復
し
て
い

れ
ば
、
そ
の
時
点
か
ら
人
口
の
維

持
を
確
保
で
き
て
い
た
こ
と
に
な

る
（
注
５
）。

２
つ
目
は
「
封
鎖
人
口
」
に
よ

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

封
鎖
人
口
と
は
、
人
口
動
態
を
構

成
す
る
自
然
動
態（
出
生
・
死
亡
）、

社
会
動
態（
転
入
・
転
出
）の
う
ち
、

社
会
動
態
が
全
く
発
生
せ
ず
（
す

な
わ
ち
、
そ
の
地
域
が
他
地
域
と

の
人
の
出
入
り
が
な
い
よ
う
に「
封

鎖
」
さ
れ
た
状
態
で
）、
出
生
と
死

亡
の
み
に
よ
り
変
化
し
て
い
く
人

口
を
指
す
。
つ
ま
り
、
基
準
年
に

お
い
て
そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
る

住
人
が
歳
を
重
ね
、
出
産
や
死
亡

を
迎
え
る
こ
と
で
訪
れ
る
未
来
の

状
態
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
封
鎖
状
態
は
現
実
の

地
域
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
社

会
動
態
も
含
め
た
人
口
変
化
と
封

鎖
人
口
に
よ
る
人
口
変
化
を
合
わ

せ
て
算
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社

会
動
態
に
よ
る
変
化
の
影
響
の
大

き
さ
を
把
握
で
き
る
。
例
え
ば
、

転
出
超
過
傾
向
に
あ
る
自
治
体
に

お
い
て
は
、
後
者
（
封
鎖
人
口
）

よ
り
前
者
の
数
字
が
小
さ
く
な
る

た
め
、
現
実
の
将
来
人
口
を
封
鎖

人
口
に
少
し
で
も
近
づ
け
よ
う
と

い
う
目
標
設
定
を
す
る
ケ
ー
ス
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
コ
ー
ホ
ー
ト

要
因
法
で
将
来
人
口
推
計
を
行
う

際
に
移
動
率
算
出
に
必
要
な
移
動

数
の
デ
ー
タ
が
入
手
で
き
な
い
よ

う
な
場
合
、
人
口
増
加
数
か
ら
封

鎖
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
人
口
増
加
数
を
差
し
引
く
こ
と

で
移
動
数
を
求
め
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
、
将
来
人
口
推
計
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
、
そ
れ
に
起
因
す
る
将

来
人
口
推
計
の
性
格
に
つ
い
て
概

観
し
た
。
人
口
学
研
究
の
蓄
積
の

中
で
洗
練
さ
れ
て
き
た
将
来
人
口

推
計
と
い
う
手
法
は
、
単
に
「
正

確
な
未
来
予
測
」
を
期
待
す
る
な

ら
ば
原
理
的
な
限
界
を
伴
う
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

理
解
し
、
分
析
者
が
明
確
な
問
題

意
識
を
持
っ
て
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
手
法
が
持
つ
潜
在
的

な
可
能
性
を
引
き
出
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
将
来
人
口
推

計
が
持
つ
そ
う
し
た
可
能
性
の
探

索
は
、
今
な
お
十
分
に
行
わ
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
原
因

の
一
つ
は
、
推
計
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

が
理
解
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま

ま
、
そ
の
結
果
だ
け
が
「
未
来
予

測
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
将
来
人

口
推
計
は
、
公
式
見
解
と
し
て

「
特
定
の
未
来
」
を
示
す
こ
と
だ

け
で
な
く
、
各
種
仮
定
値
の
設
定

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
設
け
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
意

思
を
持
っ
て
導
く
こ
と
の
で
き
る

「
多
様
な
未
来
」
の
選
択
肢
を
示

す
こ
と
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

超
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
へ
の

対
応
に
向
け
た
政
策
論
議
に
お
け

る
「
将
来
の
社
会
経
済
を
構
想
す

る
道
具
」（
注
６
）
と
し
て
、
将

来
人
口
推
計
に
対
す
る
リ
テ
ラ

シ
ー
を
持
つ
人
々
が
増
え
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
手
法
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
有
効
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
、
本
稿
を
閉
じ

た
い
。

８　

封
鎖
人
口

９　

お
わ
り
に
〜
将
来
を
構
想
す
る

道
具
と
し
て
の
人
口
推
計
〜


